
松山市口腔内疾患対策研究モデル指定校 

  ― 新玉小学校 １年目の取組 － 

 

１ 研究の目標 

歯と口の健康の保持増進を中心とした健康教育を推進することで、健康について自分事として考えて判断

し、よりよい解決に向けて実践する児童を育成するため、具体的な指導や家庭・地域との協働や連携の在り方

を探る。 

 

２ 目指す児童の姿 

 〇 健康について関心をもち、自分事として考え、判断し、課題解決に向けて行動する児童 

 〇 望ましい生活習慣について正しく理解し、自分の健康の保持増進のために必要な態度や習慣を身に付ける

児童 

 

３ 研究の仮説 

（１） 歯と口の健康づくりに関する身に付けさせたい力を明確にし、児童が自ら課題解決を目指す学習過程を

工夫した授業を展開すれば、正しい知識を習得し、自らの健康課題に気付くとともに、自分事としてよりよく

解決する方法を工夫し実践していこうとする児童が育つであろう。  

（２） 歯と口の健康づくりに関する日常指導や保健環境の充実を図れば、自分の健康について自分事として考

え、判断し、生涯にわたって自らの健康を保持増進させていこうとする児童が育つであろう。 

（３） 歯と口の健康づくりに関する実態を把握するとともに、家庭や地域、関係機関等との効果的な連携を図れ

ば、自分の健康について正しく理解し、進んで保持増進していこうとする児童が育つであろう。 

 

４ 研究の内容 

 （１） 授業研究部 ☆ 自分事として課題解決を目指す魅力ある授業の工夫 

    〇 歯と口に関する年間指導計画の作成、食に関する年間指導計画の見直し 

    〇 保健学習、保健指導に関する授業展開の研究  

     ・児童にとって必要感のある学習課題の立ち上げ方と今後の実践に生かす振り返りの工夫 

・専門性を生かした指導（ＧＴの活用等）による正しい知識・技能の習得 

・「つながるタイム」を活用した学び合いの場の工夫 

・ＩＣＴ機器の効果的な活用の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２） 保健環境研究部 ☆ 健康を保持増進する意欲を高める日常指導と保健環境の工夫 

    ○ 歯みがきタイム等の日常指導の工夫 

〇 児童会活動を中心とした特別活動の充実 

     ・委員会活動や集会活動の活性化 

    〇 掲示やテレビ放送を生かした保健環境の整備 

    〇 健康ファイルや歯と口のカレンダー等、健康教育関係の資料の工夫と蓄積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯みがきキャラクター『ぴかぴかくん』 

300点以上の応募の中から選ばれました。 

『新玉小学校のみんながぴかぴかの歯にな

って王冠がつけられるように…』という作者

（１年生）の思いの詰まったキャラクターです。 

玉っ子きらぴか TV１１３の様子 

 

『きらりん』『ぴかりん』と一緒に学

習したことを学年ごとに発表しまし

た。テレビ放送後は、つながるタイム

で友達と意見交換しました。 

給食後の歯みがきの

時間には、保健委員会

の児童がクラスに啓発

に行きました。 

校内掲示の様子 

歯みがき巡回指導の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３） 調査・連携部 ☆ 健康への正しい理解の向上を図る調査・啓発・連携の充実 

    〇 学校と家庭・地域への啓発と協働的な関わりの工夫 

〇 学校保健委員会の充実と関係諸機関との連携と協働 

    〇 歯と口の健康に関する実態調査の実施と分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用済み歯ブラシの回収・リサイクル活動 

JRC週間には、歯ブラシの回収も行っています。 

回収の啓発のために JRC委員会の児童が啓発ポスターを作成しました。 



５ 一年目の振り返り 

 〇  児童が自分事として自分の健康に対する課題をとらえ、主体的に解決していこうとする力を育てる学習の

方向性が見えてきた。 

 〇  教師と児童の対話的な関わりだけでなく、児童相互の共同的な関わりを大切にした日常活動の工夫がで

きた。 

 〇  保護者や学校歯科医、教育委員会などの専門機関と連携しながら、児童を中心とした「健康づくりのネット

ワーク」の土台作りができた。 

 〇  なにより、児童も教師も楽しみながら「健康づくり」を推進できた。 

６ 二年目に向けて 

 〇  児童が、健康に対して正しい知識をもち、よりよい解決を図るための実践意欲を育てる学級活動の研究推

進。 

 〇  対話的・共同的な関わりを大切にした日常活動のさらなる充実。 

 〇  保護者や学校歯科医、専門機関との連携の継続。 

 

 むし歯や歯肉炎等をなくし、歯と口の健康を保持増進することは、短期間の実践ではなかなか難しい。しかし、

日頃の小さな積み重ねによって、いつかは「知っていてよかった。」「やっていてよかった。」と思う日が来ると信じ

て、これからも全教職員で真摯に取り組んでいきたい。 

 


